
行政 関係団体 短期アウトカム 長期アウトカム

・特定健診・保健指導
の実施率向上対策
（広報強化）

◆企業との連携によ
り、職域での健康づく
りを支援

・健康経営の推進に
よる社員への普及啓
発（企業）

◆健診（検診）を受診
しやすい環境の整備
（企業）

健康への意識が高ま
り、定期的に健診を
受け、健康管理をし
ている人が増える。

・特定健康診査の
実施率

・特定保健指導の
実施率

・きょうと健康づ
くり実践企業認
証制度の認証企
業数

◆それぞれの生活実
態に合わせた「食材」
「惣菜」の選択方法な
ど、食 に関する正し
い情報の提供

◆健康志向（適正なエ
ネルギー量）の惣菜や
メニュー等を提供す
る店舗・飲食店の増
加（飲食店・企業）

◆自ら食を選択する
ことができるよう、分
かりやすい食品表示
に努める（飲食店・企
業）

市民が適正なエネル
ギー量の食品を選択
することにつなが
る。

・スマートミール
認証事業等の認
証獲得数(飲食
店・企業）

◆インセンティブのあ
るウォーキングアプリ
の活用等楽しみなが
ら運動できる取組の
実施

◆関係団体等と協働
した、運動習慣の定
着のための環境整備

◆多世代が気軽に参
加できる運動機会の
増加（地域団体）

アプリ等をきっかけ
に運動習慣の醸成に
つながる。

・ウォーキングア
プリの登録者数

・イベント、ＷＥＢサイ
ト、ＳＮＳ、広報誌等で
の啓発活動

◆ＳＮＳ の活用など
ターゲットに合わせ
た普及啓発

◆健康に関する情報
の集約と発信

・関係団体の好事例
の取組の情報収集・
発信

・専門職による健康
教育の実施

・健康教育、健診の実
施（学校）

・健康教室、イベント、
ＷＥＢサイト、ＳＮＳで
の啓発活動（地域団
体）

・健康講座やイベント
の開催（医療機関、地
域団体）

◆地域で身近で気軽
に相談できる場の増
加（健康や食の専門
家等） （地域団体）

戦略的な広報や身近
な相談場所の増加に
より、健康に関心が
薄い人を含めた多く
の人に健康情報を届
けることができる。

・健康づくり・食
育イベントの実施
回数・参加人数
（肥満・メタボリッ
クシンドローム対
策関連）

・65歳未満対象
の健康教室の実
施回数（肥満・メ
タボリックシンド
ローム対策関連）

・宇治市健康づく
り・食育アライア
ンス加入団体数

★「朝食を毎日食
べている人（3歳
児・小学５年生・
中学２年生・16歳
以上）」の増加

★「主食・主菜・副
菜を組み合わせ
た食事を１日２回
以上、ほぼ毎日食
べている人（小学
５年生・中学２年
生・16歳以上）」
の増加

★「ふだんから歩
くことに努めてい
る人（16歳以
上）」の増加

★「１日30分以上
の運動習慣のな
い人」の減少

★「肥満の人の割
合(壮年後期男
性・壮年後期女
性)」の減少

★「メタボリック
シンドロームの該
当者・予備群」の
減少

★健康寿命の延
伸

ロジックモデル①
　課題 ｢ 肥満の人の割合の減少 」

●重点施策１　働き盛り世代の健康づくりの習慣化に向けたセルフマネジメントの推進
●重点施策２　戦略的な普及啓発・広報強化

インプット（やるべきこと）
インプットに求める成果 アウトプット

アウトカム（達成したいこと）
インパクト

　　　　　　　　　　　◆    行動目標として設定している項目

　　　　　　　　　　　※１  健康づくりに関するアンケート（令和５年）
　　　　　　　　　　　※２ 人口動態統計　死因別死亡割合（令和４年）

　　　　　　　　　　　★    計画の目標項目として設定している項目

「職域（企業）と連携した壮年期（働き盛り世代）の健康づくり～若い世

代の健康意識を高めるための取組～」をテーマに、今後の行政・関係

団体の取組内容について、グループワークにて検討

担当：Ｂグループ
（職域との連携グループ）


